
 
毎年開催してきた全劇研、今年は５月、シンポジウムからスタートします。

コロナ禍で社会全体に不安感が漂い、子どもたちの心や体も悲鳴をあげています。
こういう時にこそ、「演劇に何ができるのか？」

「演劇に求められる役割は何なのか？」
演教連が今までに培ってきた力をベースに、

演劇教育の今とこれからをいっしょに考えてみましょう。

 

～今、コロナ禍で
私たちにできること～

第70回全劇研・シンポジウム
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参加費

演教連会員 1,000円 ⼀般 2,000円

お申込み⽅法
ＱＲコードからまたは別紙申込⽤紙を

ご利⽤ください 　http://mail-to.link/m7/8ftz8z

⼀般社団法⼈�⽇本演劇教育連盟（主催）     
〒170-0005
東京都豊島区南⼤塚3-54-5 第⼀⽥村ビル３F��������������
電話��03-3983-6780
Fax� 03-3983-6788
Email��enkyoren@cronos.ocn.ne.jp�

13:30~16:30(13:00受付開始）⽇時：2021年5⽉16⽇(⽇）
場所：国⽴オリンピック記念⻘少年総合センター センター棟416

参加⽅法：対⾯（定員60名）またはオンライン(Zoom)

多⽥純也
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舞台実演家・表現インストラクター

東京学芸⼤学教職⼤学院准教授

シンポジスト

コーディネーター：向 清志（京都 公⽴⼩学校）

対⾯・オンライン同⼀料⾦

渡辺貴裕




